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史
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史
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安
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田

5 北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

河
川
と
流
域
の
集
落
は
何
時
も
相
性
の
関
係
で
あ
り
た
い
。
と
こ
ろ
が
現
在
わ
が
国
の
多
く
の
河
川
は
流
域
地
域
住
民
と
不
協
和
音
の

状
態
に
あ
る
。
人
聞
は
河
川
を
汚
し
た
り
、
改
変
し
た
り
す
る
の
で
、
河
川
は
荒
れ
て
わ
れ
わ
れ
を
苦
し
め
る
。
わ
れ
わ
れ
が
河
川
に
正

常
の
状
態
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
望
む
の
は
、
異
常
気
象
の
場
合
に
あ
っ
て
河
川
が
出
水
し
て
も
人
聞
が
そ
れ
を
鎮
め
う
る
よ
う
に
、
河
川

の
各
条
件
を
整
備
し
て
お
き
、
常
に
静
か
に
流
れ
る
よ
う
な
状
態
に
し
、
か
っ
、
魚
が
住
み
、
人
聞
が
そ
の
水
を
飲
め
る
よ
う
な
状
態
を

い
う
の
で
あ
る
。

か
か
る
希
望
的
状
態
を
前
提
に
し
て
、
北
上
川
の
全
水
系
に
つ
い
て
巨
視
的
に
考
察
す
る
。

殊
に
、
筆
者
は
こ
こ
数
年
、

東
北
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
と
の
関
係
に
お
い
て
、

北
上
川
の
水
害
を
分
析
し
て
き
た
の
で
ハ
1
u
、
十
分

と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
若
干
の
課
題
を
探
っ
て
み
た
い
。

試
論
へ
の
動
機

北
上
川
を
注
意
深
く
概
観
し
、
そ
の
特
徴
的
な
部
分
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
上
川
の
課
題
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
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か
。
北
上
川
は
そ
の
よ
う
に
問
題
点
が
把
握
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
北
上
川
の
特
徴
が
あ
る
。

ζ

ぜ

ん

じ

せ

ん

ぱ

く

北
上
川
は
奥
羽
山
脈
と
北
上
山
地
の
聞
に
展
開
す
る
北
上
盆
地
を
南
北
に
縦
谷
河
川
と
な
っ
て
流
れ
、
狐
禅
寺
地
峡
部
を
削
っ
て
仙
北

つ

や

ま

ゃ

な

い

づ

平
野
に
入
り
、
津
山
町
の
柳
津
南
西
岸
で
新
・
旧
北
上
川
に
分
流
す
る
。
古
来
か
ら
北
上
川
は
幾
度
か
流
路
を
変
え
て
き
た
が
、
今
日
、

か

せ

が

い

ら

い

の

や

か

ほ

く

つ

じ

ど

ラ

お

っ

哩

新
北
上
川
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
、
柳
津
か
ら
南
下
し
合
戦
谷
・
相
野
谷
を
流
れ
、
河
北
町
辻
堂
北
岸
で
東
流
し
、
追
世
湾
に
注
ぐ
流
路
で
あ

と

よ

さ

と

あ

と

う

つ

か

な

ん

わ

ぷ

ち

も

と

か

の

ま

た

い

L
の
ま
き

一
方
、
柳
津
か
ら
南
西
に
流
れ
、
豊
旦
町
の
赤
生
津
、
河
南
町
の
和
淵
を
経
て
、
本
鹿
又
か
ら
南
に
折
れ
、
石
巻
湾
に
流
入
す
る
流
路
を

る。旧
北
上
川
と
い
う
。
幹
川
流
路
延
長
は
約
二
五

o
hで
、
支
流
は
多
く
流
量
も
豊
富
で
あ
り
、
そ
の
た
め
洪
水
時
の
変
化
は
激
甚
で
あ
る
。

北
奥
羽
の
太
平
洋
斜
面
の
ほ
ぼ
中
央
を
直
線
的
に
南
流
す
る
た
め
に
、
古
来
か
ら
畿
内
文
化
北
上
の
経
路
と
な
り
、
現
地
文
化
と
葛
藤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
古
代
未
期
に
は
中
流
部
の
平
泉
に
、
奥
州
藤
原
氏
が
約
一
世
紀
に
一
旦
り
、
豪
華
絢
欄
た
る
黄
金
文
化
を
形
成
し

た
。
な
お
近
世
に
は
南
部
落
と
伊
達
藩
の
江
戸
廻
米
の
輸
送
路
と
な
り
、
両
藩
の
経
済
的
大
動
脈
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
河
川
交
通
路
と
し
て
役
割
を
果
す
反
面
、
北
上
川
は
流
域
に
よ
っ
て
は
大
洪
水
の
常
習
地
と
な
り
、
加
え
て
洪
水
を
発
生

さ
せ
る
直
接
的
要
因
と
な
る
豪
雨
、
霧
雨
は
冷
害
を
併
発
す
る
場
合
が
多
く
、
流
域
農
村
を
疲
弊
さ
せ
た
。
第
ご
次
大
戦
後
は
、
連
続
二

回
の
歴
史
的
大
水
害
が
襲
い
、
こ
れ
を
契
機
に
し
て
北
上
川
水
系
流
域
に
特
定
地
域
総
合
開
発
が
具
体
的
に
策
定
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
れ
を
現
実
化
し
た
根
底
に
は
地
域
住
民
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
開
発
が
国
土
総
合
開
発
法
の

特
定
地
域
総
合
開
発
と
し
て
最
初
の
指
定
で
あ
る
。

一
般
に
何
れ
の
河
川
に
お
い
て
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
北
上
川
も
静
な
る
時
は
、
文
化
伝
播
の
経
路
と
な
り
、
ま
た
経
済
の

大
動
脈
と
な
る
が
、

一
度
、
荒
れ
狂
え
ば
災
害
の
発
生
源
と
な
り
、
生
産
も
生
活
も
流
し
去
る
と
い
う
狂
暴
性
を
発
揮
す
る
。
そ
こ
で
異

常
を
惹
起
す
る
要
因
と
し
て
の
河
川
構
造
を
把
握
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
の
措
置
方
法
を
考
え
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
川



と
人
聞
の
相
性
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
の
探
求
方
法
が
可
能
に
な
れ
ば
、
そ
の
課
題
解
決
の
試
論
を

提
唱
す
る
こ
と
に
な
る
。

課
題

そ
の

洪
水
発
生
の
直
接
的
要
因
の
筆
頭
は
異
常
降
雨
で
あ
る
が
、
降
雨
に
よ
る
洪
水
発
生
に
つ
い
て
は
、
気
象
・
気
候
と
地
形
と
の
関
連
構

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

造
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
形
と
の
関
連
に
お
い
て
、
河
川
を
治
水
面
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
北
上
川
に
は
宿
命
的
な
課
題

が
少
く
と
も
二
つ
見
出
さ
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
仙
北
平
野
に
展
開
す
る
大
規
模
な
低
湿
地
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
そ
の
上
流
に
約
三
八
加
に
亘
っ
て
存
在
す
る
狭
窄

部
で
あ
る
。
後
者
を
狐
禅
寺
地
峡
と
も
い
う
。
そ
れ
ら
二
つ
の
課
題
が
、
北
上
川
下
流
の
仙
北
平
野
と
、
中
流
部
の
北
上
盆
地
に
独
特
の

地
域
変
容
を
賛
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
変
容
の
方
向
性
を
把
握
す
る
に
は
、
地
形
構
造
は
勿
論
の
こ
と
、
河
川
構
造
と
の

関
連
を
理
解
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
課
題
そ
の
一
の
仙
北
平
野
の
低
湿
地
に
つ
い
て
、
河
川
災
害
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
。
仙
北
平
野
と
は
、
七
北
田
と
松

島
の
両
丘
陵
以
北
で
、
仙
台
平
野
北
半
部
で
あ
り
二
名
、
石
巻
平
野
と
も
い
う
。
こ
の
平
野
の
南
東
部
に
お
い
て
、
北
上
川
下
流
域
部
の

は

さ

ま

ゑ

あ

い

主
要
支
流
で
あ
る
迫
川
と
江
合
川
が
旧
北
上
川
に
合
流
す
る
。
こ
れ
ら
沿
岸
一
帯
に
大
規
模
な
低
湿
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
形
成

要
因
を
み
る
と
、
仙
北
平
野
の
大
部
分
が
標
高
二

O
m
以
下
の
平
地
で
占
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

し
か
も
、
そ
の
平
地
が
内
陸
深
く

食
い
込
む
よ
う
に
湾
入
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
迫
川
流
域
を
み
る
と
、
旧
北
上
川
の
河
口
か
ら
上
流
へ
大
体
五
五
加
ま

7 

で一

O
m
の
等
高
線
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
な
お
同
河
川
流
路
河
岸
近
傍
の
平
地
に
は
、
標
高
五

m
前
後
か
ら
八

m
程
度
の
低
地
が
続
く
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の
で
、
河
川
が
蛇
行
軒
曲
す
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
標
高
一

O
m
以
下
の
平
地
が
内
陸
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
河
川
流
水
の
流
速

と

め

き

白

ま

左

お

だ

お

お

や

ち

が
緩
慢
と
な
り
、
流
路
沿
岸
に
多
く
の
低
湿
地
や
沼
沢
地
が
形
成
さ
れ
た
。
殊
に
、
迫
川
は
登
米
郡
佐
沼
か
ら
遠
田
郡
大
谷
地
に
か
け
て

蛇
行
は
甚
し
く
、
こ
の
沿
岸
一
帯
に
大
規
模
な
低
湿
地
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
低
湿
地
を
伊
達
藩
で
は
野
谷
地
、
あ
る
い

は
谷
地
と
呼
称
し
て
い
る
。
因
み
に
、
南
部
落
で
呼
ん
で
い
る
谷
地
は
、
伊
達
藩
の
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
規
模
は
小
で
あ
る
。
そ
の
大
蛇

行
の
区
聞
を
直
線
的
に
距
離
測
定
す
る
と
、
約
一
五
加
で
あ
る
が
、
流
路
は
約
三
五
回
も
迂
回
し
て
お
り
、
流
路
河
床
勾
配
は
、

一O
O

m
に
つ
き
一
・
五

m
程
度
の
傾
斜
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
流
路
沿
岸
は
全
く
平
面
に
近
い
状
態
を
形
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
湛
水

洪
水
被
害
の
常
習
地
と
な
っ
て
き
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
北
上
特
定
地
域
総
合
開
発
に
よ
り
、
甚
大
な
湛
水
洪
水
被
害
は
大
き
く
防
止
さ

わ
か
ゃ
な
ぎ

れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
イ
オ
ン
台
風
に
よ
る
洪
水
の
際
、
迫
川
流
域
の
若
柳
か
ら
下
流
の
佐
沼
ま
で
の
沖
積
平
野
で
は
一

O
日
か
ら
三

い

ず

血

ま

O
日
以
上
に
も
一
旦
る
湛
水
で
あ
っ
た
。
就
中
、
伊
豆
沼
東
岸
か
ら
迫
川
の
右
岸
一
帯
の
沖
積
平
野
で
は
三
五
回

O
目
前
後
の
湛
水
で
あ

り
、
そ
の
深
度
は
二
・
五

m
か
ら
三

m
に
及
ん
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
浸
蝕
基
準
面
に
近
い
状
態
で
あ
る
か
ら
、
低
湿
地

が
広
大
な
範
囲
に
分
布
す
る
の
も
当
然
で
あ
り
、
ま
た
蛇
行
も
著
し
い
。
こ
の
迫
川
沿
岸
に
形
成
さ
れ
た
大
規
模
な
低
湿
地
帯
は
、
古
来

か
ら
居
住
地
と
し
て
は
不
適
で
あ
っ
た
た
め
に
、

宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
七
集
(
一
九
七
六
)
『
宮
城
県
遺
跡
地
図
』

を
通
覧

し
て
も
明
瞭
で
あ
る
が
、
先
原
史
古
代
の
遺
跡
分
布
も
極
め
て
稀
薄
で
あ
る
。
た
だ
僅
か
に
、
自
然
堤
防
上
や
低
湿
地
徴
高
地
に
存
在
す

る
。
詮
ず
る
所
、

か
か
る
大
規
模
は
低
湿
地
は
非
居
住
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
蛇
行
の
甚
し
い
迫
川
に
若
干
の
小
支
流
が
流

入
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
支
流
の
土
砂
流
出
は
小
量
で
、
幹
流
の
堆
積
物
が
大
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
流
河
口
が
閉
塞
さ
れ
る
よ
う
な

状
態
と
な
っ
た
た
め
に
、
迫
川
沿
岸
に
広
大
な
低
湿
地
と
沼
沢
地
の
形
成
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く

も
、
標
高
一

O
m
以
下
の
平
地
が
広
く
内
陸
に
深
く
食
い
込
ん
で
い
る
の
で
、
迫
川
が
旧
北
上
川
に
合
流
す
る
一
帯
だ
け
で
な
く
、
江
合



川
が
旧
北
上
川
に
合
流
す
る
付
近
に
も
大
規
模
な
低
湿
地
と
沼
沢
地
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
明
治
以
降
に
干
拓
が
進
め

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
北
上
川
の
下
流
域
を
考
察
す
る
場
合
、
迫
川
と
江
合
川
を
北
上
川
か
ら
切
り
離
し
て
は
理
解
し
え
な
い
の
で
あ

る
。
北
上
川
下
流
域
の
地
域
的
課
題
に
は
、
仙
北
平
野
の
大
規
模
な
低
湿
地
の
開
発
が
地
域
的
宿
命
と
も
な
つ
い
て
る
。

付

低
水
工
事
と
高
水
工
事

な
る
せ

か
か
る
大
規
模
な
低
湿
地
を
擁
す
る
仙
北
平
野
に
、
北
上
川
・
迫
川
・
江
合
川
・
鳴
瀬
川
が
接
近
し
て
流
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

洪
水
発
生
は
常
習
化
ず
る
。
そ
の
た
め
に
伊
達
藩
は
当
初
か
ら
治
水
事
業
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
世
末
期
か
ら
近

世
に
か
け
て
、
商
品
流
通
機
構
の
発
達
に
よ
り
経
済
は
安
定
傾
向
に
向
っ
た
。
経
済
安
定
は
勢
力
拡
大
に
著
し
く
影
響
す
る
の
で
、
伊
達

藩
も
治
水
事
業
と
と
も
に
内
陸
へ
の
流
通
路
と
し
て
、
北
上
川
の
航
路
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
陸
上
交
通
の
未
発
達
の

近
代
前
代
に
お
い
て
は
、
河
川
舟
運
の
交
通
流
通
の
大
動
脈
と
し
て
果
す
役
割
は
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
藩
当
局
は
藩
財
政
充
実
の
基
盤

と
し
て
舟
運
航
路
を
積
極
的
に
確
保
し
た
あ
ま
り
、
や
や
も
す
れ
ば
当
時
の
低
水
工
事
は
、
沿
岸
流
域
の
住
民
の
生
活
擁
護
や
生
産
開
発

に
注
意
力
を
注
ぐ
こ
と
が
稀
薄
で
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

北
上
川
の
河
道
変
遷
ハ
2
〉
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
が
、
過
去
、
北
上
川
は
津
山
町
柳
津
か
ら
二
流
に
分
離
し
、

一
方
は
南

9 

下
し
て
「
合
戦
谷
」
を
流
れ
る
東
流
路
と
、
他
方
は
西
に
迂
回
し
て
「
赤
生
津
・
和
淵
」
を
経
流
す
る
西
流
路
が
あ
っ
た
。
両
流
路
は

い

い

の

が

わ

お

っ

ぱ

「
飯
野
川
」
で
合
流
し
て
追
波
川
に
注
い
で
い
た
と
い
う
推
察
で
あ
る
。
そ
の
西
流
路
に
迫
川
や
江
合
川
が
接
近
し
て
い
た
の
で
、
洪
水

あ
さ
み
ず

は
常
習
化
す
る
。
な
お
、
狐
禅
寺
地
峡
部
を
通
過
し
て
き
た
河
水
は
、
中
田
町
「
浅
水
」
で
乱
流
し
、
迫
川
と
接
触
す
る
の
で
、
ま
ず
伊

か

わ

っ

ら

な

か

た

ま

い

や

・

と

う

わ

達
落
は
慶
長
一

O
年

ご

六

O
五
)
か
ら
同
一
三
年
に
か
け
て
「
川
面
」
(
現
中
田
町
)
か
ら
「
米
谷
」
(
現
東
和
町
)
ま
で
の
轡
曲
部

お

お

い

ず

み

み

ず

と

し

の
河
川
改
修
と
右
岸
の
「
大
泉
」
か
ら
「
水
越
」
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
相
模
土
手
を
築
造
し
て
両
河
川
を
分
離
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
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て
、
北
上
川
は
、
「
川
面
」
か
ら
「
飯
野
川
」
ま
で
南
下
直
流
す
る
東
流
路
だ
け
に
改
修
し
、
追
波
湾
に
導
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

直
線
的
に
南
下
す
る
の
で
、
下
流
部
の
水
害
は
激
甚
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
再
び
、
元
和
二
年
(
一
六
二
ハ
)

に
改
修
工
事
を
着
手
、
迫
川
と
江
合
川
を
合
流
さ
せ
、
次
い
で
、
同
九
年
(
一
六
二
三
)
か

ら
寛
永
三
年
(
一
六
二
六
)
ま
で
、
さ
ら
に
迫
川
と
江
合
川
を
北
上
川
に
合
流
さ
せ
る
た
め
に
、
「
柳
津
」
で
北
上
川
の
東
流
を
遮
断
し
、

西
迂
回
流
路
を
復
活
さ
せ
た
。
な
お
、
そ
の
下
流
の
字
「
辻
堂
」
に
お
い
て
追
波
川
へ
の
流
路
と
直
南
下
し
て
石
巻
湾
に
流
入
す
る
流
路

と
に
二
分
流
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
河
道
を
整
備
し
て
治
水
と
と
も
に
、
内
陸
へ
の
舟
運
に
も
備
え
た
。

う

わ

血

ま

た

か

ら

え

よ

ね

や

ま

て
、
下
流
部
の
水
量
と
水
勢
は
若
干
綾
慢
に
な
っ
た
が
、
登
米
郡
の
上
沼
・
宝
江
・
米
山
・
豊
一
里
一
帯
の
低
地
沖
積
地
や
低
湿
地
の
冠
水

こ
れ
に
よ
っ

-
湛
水
は
甚
大
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
局
地
的
な
流
域
内
に
お
い
て
も
、
洪
水
防
止
に
対
応
す
る
た
め
に
治
水
工
事
と
と
も
に
低
水
工
事
を
施
工
す
れ
ば
、
上

流
に
も
下
流
に
も
冠
水
湛
水
水
害
を
惹
起
す
る
と
い
う
矛
盾
が
発
生
す
る
。
北
上
・
迫
・
江
合
三
川
の
合
流
改
修
工
事
に
よ
り
航
路
確
保

の
河
道
整
備
を
施
せ
ば
、
米
の
流
通
は
活
発
に
な
る
が
、

一
方
で
は
水
害
が
頻
発
し
常
習
化
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
上
川
は
内
陸
米
の

輸
送
路
と
し
て
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
南
部
藩
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
低
湿
地

の
開
発
は
進
展
し
た
し
、
水
田
開
発
が
進
め
ば
進
む
程
、
内
陸
水
路
の
機
能
向
上
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
こ
で
低
水
工
事
が
必
要
と
な
り
、

い

わ

で

あ

い

さ

り

北
上
盆
地
の
「
岩
出
」
や
「
相
去
」
に
も
低
水
工
事
が
施
工
さ
れ
た
。
北
上
川
下
流
部
の
場
合
、
低
水
工
事
す
れ
ば
、
高
水
時
に
水
害
を

誘
発
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

低
水
工
事
と
高
水
工
事
と
が
葛
藤
す
る
こ
と
に
な
る
守
〉

O

な
お
注
意
す
べ
き
は
、
内
陸
水
路
内

整
備
に
よ
っ
て
、
米
の
流
通
が
活
発
と
な
り
、
米
価
が
高
騰
し
、
新
田
開
発
を
推
進
す
る
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
石
巻

か
ら
盛
岡
ま
で
の
舟
運
が
可
能
に
な
り
、
北
上
盆
地
の
米
の
流
通
も
盛
ん
に
な
っ
た
。



。
仙
北
低
湿
地
の
開
発
と
新
田
開
発
ハ
4
)

北
上
川
の
河
道
整
備
の
刺
激
に
よ
る
新
田
開
発
の
状
態
を
考
察
し
て
お
く
こ
と
も
ま
た
必
要
で
あ
る
。

慶
長
六
年
ご
六

O
一
)
に
政
宗
が
仙
台
城
に
入
城
し
、
六

O
余
万
石
を
領
し
た
。
近
世
大
名
と
し
て
伊
達
氏
が
確
保
し
た
所
額
は
、

E
徳
二
年
(
一
七
二
一
)

の
領
知
目
録
に
よ
る
と
、
陸
奥
二
一
郡
と
常
陸
・
下
総
・
近
江
に
あ
る
若
干
の
飛
地
で
あ
り
、
貞
一
字
元
年
(
一

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

の
書
上
げ
に
よ
る
と
六
二
万
五
六
石
五
斗
四
升
四
合
の
石
高
で
あ
る
。
陸
奥
二
一
郡
の
範
囲
は
、
概
観
的
に
い
え
ば
、
北
上
盆

け

せ

ん

地
の
相
去
以
南
の
平
野
部
と
そ
の
周
辺
の
山
地
一
帯
並
び
に
気
仙
地
方
、
お
よ
び
広
義
の
仙
台
平
野
を
主
体
と
す
る
周
辺
部
と
阿
武
隈
川

六
八
四
)

下
流
部
一
帯
を
含
む
。
貞
享
元
年
当
時
の
六
二
万
石
余
の
表
高
は
、
加
賀
藩
の
一

O
二
万
石
、
薩
摩
藩
の
七
コ
一
万
石
弱
に
次
ぐ
第
三
の
大

藩
知
行
高
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伊
達
藩
は
大
家
臣
団
を
擁
す
る
の
で
、
表
高
と
は
別
に
葎
財
政
の
遣
繰
り
の
た
め
に
内
緒
の
生
産

高
、
す
な
わ
ち
内
高
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
伊
達
政
宗
は
、
徳
川
幕
府
成
立
に
よ
る
江
戸
城
下
町
の
大
規
模

な
形
成
に
対
応
す
る
伊
達
藩
の
方
策
を
考
え
た
。
そ
れ
は
江
戸
廻
米
の
利
潤
に
よ
り
藩
財
政
の
基
礎
構
築
の
支
柱
に
し
よ
う
と
着
手
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
方
策
は
後
代
に
継
承
さ
れ
、
伊
達
藩
の
経
済
制
度
と
し
て
確
定
さ
れ
、
正
保
か
ら
元
職
に
か
け
て
約
半
世
紀
問
、
伊
達

藩
で
は
新
田
開
発
が
感
ん
と
な
り
、
元
聴
か
ら
享
保
に
か
け
て
、
迫
川
流
域
の
新
国
開
発
は
当
時
の
技
術
の
可
能
な
限
り
を
尽
し
て
推
進

さ
れ
た
。

政
宗
が
大
身
家
臣
に
与
え
た
黒
印
知
行
状
に
よ
る
と
、
既
耕
農
地
の
給
地
と
合
わ
せ
て
野
谷
地
(
低
湿
地
)
を
開
墾
予
定
地
と
し
て
知

行
分
に
組
入
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
開
発
後
は
事
実
上
、
野
谷
地
も
新
田
開
発
分
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
給
地
さ
れ
た
野
谷
地

11 

は
五
年
問
、
荒
野
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
無
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
開
墾
後
は
検
地
さ
れ
、
課
税
さ
れ
る
。
五
年
以
内
に
野

し
ん
で
ん
お
と
し
め

谷
地
は
新
田
起
目
、
す
な
わ
ち
新
田
開
発
分
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
領
内
に
未
墾
地
が
多
く
、
殊
に
仙
北
平
野
に
は
大
規
模
な
低
湿
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地
が
存
在
し
た
た
め
に
、
家
臣
団
に
そ
れ
を
分
与
し
て
開
発
を
推
進
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
再
度
説
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
北
上
川

水
路
整
備
に
よ
り
米
の
流
通
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
に
も
関
係
は
深
い
。
野
谷
地
給
地
は
仙
台
伊
達
藩
の
知
行
制
度
の
特
徴
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
伊
達
藩
の
政
治
的
経
済
的
諸
関
係
が
基
礎
的
に
近
世
的
未
成
熟
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
大

身
の
家
中
侍
に
よ
る
新
田
開
発
は
、
伊
達
藩
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
新
田
開
発
の
特
徴
と
も
い
え
る
。
因
み
に
、
伊
達
藩
の
新
田

政
策
の
重
点
を
い
え
ば
、
初
期
に
は
家
臣
団
の
知
行
地
を
増
加
す
る
こ
と
で
あ
り
、
中
期
に
は
藩
財
政
の
欠
陥
を
補
填
す
る
こ
と
で
あ

-behd
ぞ
え

り
、
藩
営
新
田
が
目
立
つ
。
後
期
に
は
落
営
新
田
に
富
農
の
資
金
の
導
入
を
図
り
、
切
添
新
田
が
開
発
の
少
か
ら
ぬ
部
分
を
占
め
た
。
な

お
こ
し
か
・
え

「
荒
田
起
返
し
」
が
重
点
と
な
っ
て
い
た
。

ぉ
、
享
保
以
降
は
新
田
開
発
と
い
う
よ
り
、

貞
享
元
年
(
一
六
八
四
)
書
上
げ
の
原
本
か
ら
写
本
し
た
と
い
わ
れ
る
「
陸
奥
国
郡
村
石
高
並
常
陸
近
江
国
等
」
ハ
5

U

(

岩
間
家
文
書

万
覚
帳

慶
応
三
年
)
に
よ
る
と
、
表
向
き
右
高
六
二
万
五
六
石
五
斗
四
升
四
合
と
記
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
「
外
」
と
註
記
さ
れ
た
石
高
三

三
万
二
千
八
七
石
五
斗
入
升
九
合
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
外
」
の
部
分
が
開
発
高
で
あ
る
。
こ
れ
は
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
)
を

中
心
と
し
て
貞
享
元
年
(
一
六
八
四
)
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
石
高
で
、
公
儀
提
出
の
公
認
六
二
万
石
余
以
外
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
開
発

分
の
分
布
を
み
る
と
、
仙
北
平
野
に
多
い
。
こ
の
こ
と
は
度
々
説
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
仙
北
平
野
に
は
野
谷
地
の
分
布
が
多
い
か
ら
で

あ
り
、
な
お
、
北
上
川
の
舟
運
航
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
、
大
き
く
刺
激
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
そ
の
開
発
高
の
多
い
順
は
、
郡
別

も

の

う

く

り

は

ら

L

だ

い

さ

わ

み

や

ぎ

い

わ

い

に
み
る
と
、
桃
生
、
栗
原
、
志
田
、
胆
沢
、
遠
回
、
宮
城
、
磐
井
の
各
都
で
、
二
位
ま
で
は
四
万
石
以
上
で
あ
り
、
七
位
以
上
は
二
万
石

以
上
の
開
発
で
あ
る
。
慶
長
以
後
、
貞
一
享
ま
で
の
藩
政
初
期
の
新
田
開
発
は
、
藩
内
で
そ
の
後
に
も
開
発
さ
れ
た
新
田
の
全
面
積
の
す
で

に
五
割
以
上
を
占
め
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
う
ち
北
上
川
流
域
、
特
に
仙
北
の
開
発
高
は
高
い
。
因
み
に
、
仙
北
各
都
の
本
高
に
対

す
る
新
田
開
発
率
を
み
る
と
、
桃
生
で
二
四
九
広
(
以
下
同
様
)
、
士
山
田
八
五
、
遠
田
七
二
、
栗
原
は
五
二
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
状
態
は
目



覚
し
い
。
伊
達
藩
の
内
高
は
表
高
の
五
四
%
弱
も
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

仙
台
藩
の
新
田
開
発
の
進
展
は
、
藩
内
の
農
村
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
た
。
土
地
私
有
の
拡
大
は
認
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
本
百

姓
の
新
規
取
立
て
も
推
進
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
余
剰
生
産
を
政
治
的
に
吸
収
す
る
政
策
も
進
捗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

伊
達
藩
の
買
米
制
度
組
織
で
あ
り
、
藩
の
命
網
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
内
陸
の
買
米
輸
送
路
と
し
て
の
北
上
川
の
河
川
改
修
や
河
道

整
備
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

要
す
る
に
、
河
川
流
域
に
お
け
る
藩
領
の
政
治
的
経
済
的
組
織
の
発
展
や
改
変
に
よ
っ
て
、
河
川
利
用
内
容
に
も
影
響
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
河
川
関
係
工
事
の
意
義
も
流
域
の
経
済
的
、
政
治
的
構
造
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

同

河
道
整
備
と
舟
運
の
促
進

ま
い
か
わ

河
道
整
備
は
、
北
上
川
下
流
部
の
三
川
合
流
整
備
の
他
に
、
舞
川
宇
和
田
岩
出
に
お
け
る
寛
政
三
年
(
一
七
九
一
)
の
河
道
保
持
工
事

お

た

ぎ

る

ら

や

ま

え

か

わ

言

え

愛
宕
荒
谷
前
の
藩
政
初
期
と
推
定
さ
れ
る
護
岸
工
事
、
お
よ
び
相
去
字
川
前
の
正
保
年
間
以
降
の
河
道
舟
運
航
路
維
持
工
事
な
ど
が
あ

流
域
社
会
の
生
産
・
経
済
・
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

る〈
6
)
O

か
か
る
運
輸
水
路
の
整
備
は
、

近
世
で
は
む

し
ろ
藩
経
済
の
基
盤
確
立
に
重
要
な
支
柱
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
伊
達
藩
も
南
部
落
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
積
極
的
に
北
上
川
の

河
川
水
路
整
備
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
を
進
展
さ
せ
る
に
は
、
そ
れ
ら
の
遺
構
が
消
失
し
、
そ
れ
ら
の
記
録
も
現
存

し
な
い
場
合
が
多
い
の
で
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
、
佐
嶋
与
四
右
衛
門
の
労
作
「
北
上
川
」
第
二
輯
第
二
章
〈
ろ
に
よ
る
と
、

仙
台
藩
の

弘
化
年
間
の
絵
図
に
は
、
護
岸
・
水
制
工
事
が
五
九
個
所
に
も
及
ぶ
と
追
及
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
推
論
す
れ
ば
、
北
上
川
沿
岸
に
は
相

当
多
数
の
河
道
整
備
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

13 

陸
奥
内
陸
部
へ
の
開
発
は
、
北
上
川
沿
岸
か
ら
進
行
し
た
。
北
上
川
が
内
陸
水
路
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
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く
る
さ
わ
じ
り

既
述
し
た
よ
う
に
、
北
上
川
下
流
部
の
三
川
合
流
と
石
巻
湾
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
石
巻
か
ら
黒
沢
尻
(
現

北
上

市
)
ま
で
は
約
一
四
八
加
で
、
そ
れ
か
ら
上
流
の
盛
岡
ま
で
約
五
二
回
で
あ
る
。
黒
沢
尻
か
ら
下
流
と
上
流
部
と
で
は
、
水
量
も
川
幅
も

異
な
る
の
で
通
航
す
る
船
の
規
模
も
違
っ
た
。
そ
の
下
流
部
で
は
脚
船
、
上
流
部
で
は
小
繰
船
が
往
来
し
た
(
7〉

要
す
る
に
、
藩
政
時
代
に
は
北
上
川
流
域
の
物
産
を
江
戸
へ
輸
送
す
る
の
に
、
北
上
川
の
水
路
が
輸
送
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
沿

岸
に
多
く
の
河
港
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ま
た
藩
の
蔵
も
設
置
さ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
黒
沢
尻
(
相
去
)
以
南

お
に
ゃ
な
ぎ

は
伊
達
藩
に
、
鬼
柳
以
北
は
南
部
藩
に
所
属
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
陸
奥
内
陸
部
の
地
域
変
遷
を
究
明
す
る
に
は
、
北
上
川
の
河
道
整
備
や
舟
運
の
変
選
を
把
握
し
え
な
い
と
成
し
え
な

ぃ
。
し
か
も
、
北
上
川
の
全
水
系
変
遷
の
な
か
で
考
察
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
流
域
の
一
部
分
だ
け
の
究
明
で
は
十
分
に
地
域
変
遷
を
考
察

し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
下
流
の
河
道
整
備
が
上
流
に
影
響
し
、
上
流
部
に
お
け
る
工
事
の
結
果
が
下
流
部
の
往
来
に
関

連
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
注
意
す
べ
き
は
、
開
発
を
目
的
と
し
た
人
工
的
河
川
改
修
の
施
工
に
よ
り
、
次
第
に
河
川
様
相
や
性
格
が
変

容
し
て
本
来
の
河
川
と
は
異
な
っ
た
様
相
や
性
格
を
呈
し
、
却
っ
て
甚
大
な
災
害
を
惹
起
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

伺

河
道
変
選
と
地
域
の
変
化

河
川
流
路
の
機
能
変
遺
が
流
域
の
地
域
社
会
の
産
業
経
済
や
生
活
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
説
述
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
各
時
代
の
流
路
様
相
を
把
握
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
、
記
録
の
消
失
が
あ
る
の
で
、
人
工
に
よ
る
河
道
切
替
の
場
合
で
さ
え

も
、
復
原
が
極
め
て
困
難
な
例
が
少
な
く
な
い
。
ま
し
て
や
、
自
然
の
流
路
変
遷
の
復
原
は
、
謎
に
包
ま
れ
た
場
合
が
極
め
て
多
い
。
特

に
、
奥
羽
北
半
部
の
よ
う
に
雪
解
の
時
期
に
は
、
急
激
に
増
水
す
る
の
で
流
路
の
変
遷
は
激
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
河
道
変
遷
を
把
握
す

る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
説
明
を
加
え
れ
ば
、
奥
羽
の
脊
梁
山
脈
で
あ
る
奥
羽
山
脈
は
、
那
須
火
山
帯
に
属
す
る
部
分



も
あ
る
の
で
、
火
山
の
高
岳
峻
峰
が
少
な
く
な
く
、
山
容
急
峻
で
、
植
物
相
は
稀
薄
で
あ
り
、
そ
の
上
、
積
雪
量
が
多
く
、
雪
崩
・
雪
融
に

よ
り
山
地
斜
面
の
表
層
滑
落
型
崩
壊
の
頻
度
は
高
い
。
そ
の
た
め
に
、
流
出
す
る
土
砂
量
は
多
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
北
上
川
流
域
は
、

台
風
時
期
に
集
中
豪
雨
の
来
襲
も
少
な
く
な
い
の
で
、
過
去
、
北
上
川
の
流
路
変
遷
は
激
甚
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
う
る
。

事
実
、
近
世
の
伊
達
・
南
部
両
藩
の
絵
図
を
検
討
す
る
と
、
河
道
変
遷
は
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
は
不
詳
で
あ
り
、

古
記
録
は
勿
論
の
こ
と
、
伝
承
さ
え
現
残
す
る
の
は
少
な
い
。
そ
れ
ら
の
資
料
が
決
し
て
豊
富
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
に
北
上
川
の
下

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

流
部
に
つ
い
て
は
只
野
淳
が
ハ
2
u
、
中
流
部
に
つ
い
て
は
佐
嶋
与
四
右
衛
門
(
ろ
が
復
原
を
試
み
た
。
そ
の
試
論
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検

討
の
必
要
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
現
存
の
古
文
書
古
文
献
を
駆
使
し
、
精
微
に
分
析
し
て
復
原
を
試
み
た
努
力
に
敬
服
す
る
。

も
り
お
か
は
な
ま
き

今
更
、
河
道
変
遷
の
把
握
が
流
域
地
域
変
貌
の
研
究
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
盛
岡
や
花
巻
の
河
道
付

替
の
よ
う
に
大
規
模
な
工
事
で
は
そ
の
史
料
も
比
較
的
現
存
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の
様
相
を
追
究
し
う
る
の
で
、
盛
岡
の
城
下
町
や
花

巻
郡
代
の
城
下
の
景
観
構
造
を
把
握
し
う
る
(
8
〉
。
し
か
し
、

あ
る
時
代
の
流
路
様
相
を
追
及
し
え
な
い
場
合
、

流
域
地
域
を
充
分
に
考

察
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
若
干
の
例
を
掲
げ
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ひ
ら
い
ず
み

例
え
ば
、
奥
州
藤
原
氏
の
平
泉
都
市
や
胆
沢
城
を
論
究
す
る
の
に
、
現
在
の
北
上
川
の
河
道
位
置
や
地
形
様
相
を
自
然
的
環
境
と
し
て

関
連
性
を
追
究
し
な
く
て
は
全
く
無
意
味
と
な
る
。
平
泉
都
市
や
胆
沢
城
の
古
代
に
お
け
る
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
若
干
試
論

を
展
開
し
た
こ
と
も
あ
る
が
〈

g
、
当
時
の
河
道
位
置
に
関
す
る
資
料
は
之
し
い
。

し
か
し
、

大
正
初
期
測
図
の
地
形
図
や
一
九
四
七
年

撮
影
の
空
中
写
真
を
観
察
す
る
と
、
河
道
変
遷
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
当
時
の
河
道
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
に
関
し
て
、
平
泉
都
市
景
観

を
正
確
に
描
写
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
当
時
を
推
考
し
う
る
古
絵
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
平
泉
古
図
」
で
、
永
正

15 

年
聞
に
複
写
さ
れ
た
も
の
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
北
上
川
の
河
道
を
推
知
す
る
史
料
と
い
え
ば
、
そ
の
古
図
と
『
吾
妻
鏡
』
の
記
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事
が
管
見
に
入
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
文
治
五
年
(
一
一
八
九
)
九
月
二
七
日
の
条
に
よ
る
と
、

「
残
雪
無
v
消
。
初
号
-
扇
形
嶺
-
。
有
二

流
河
一
而
落
-
一
千
南
↓
是
北
上
河
也
。
」
と
あ
る
。

(mu
そ
の
古
図
に
よ
っ
て
も
、
や
は
り
、
駒
形
山
と
観
音
山
の
西
麓
を
流
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
に
よ
る
と
、
平
泉
付
近
の
北
上
川
の
流
路
は
、
平
泉
沖
積
平
野
の
東
辺
、
す
な
わ
ち
現
在
の
北
上
川
流
路
の
一

l
一
・
五
蜘
東
方
を
流

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
平
泉
の
歴
史
景
観
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、
平
泉
遺
跡
の
分
布
や
当
時
の
平
泉
都
市
の
都
市
構
造
並
び
に

都
市
的
生
活
様
相
を
理
解
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

同
様
な
こ
と
が
胆
沢
城
の
場
合
に
も
い
え
る
。
胆
沢
城
を
論
ず
る
の
に
、
現
在
の
北
上
川
や
胆
沢
川
と
の
関
係
に
お
い
て
論
究
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
現
在
の
北
上
川
の
河
道
位
置
と
の
関
係
で
、
胆
沢
城
の
立
地
を
論
じ
て
い
る
の
を
み
か
け
る
。

一
九
四
七
年

撮
影
の
空
中
写
真

(
P
M
P
)
に
よ
る
と
、
北
上
川
も
胆
沢
川
も
甚
し
い
河
道
変
遷
で
あ
る
。
胆
沢
川
は
胆
沢
城
の
北
部
を
流
れ
、
胆
沢

た

ん

と

う

み

ず

さ

わ

城
の
北
東
方
で
大
き
く
南
東
に
曲
折
し
、
北
上
川
は
そ
の
東
方
を
流
れ
て
、
す
な
わ
ち
胆
江
沖
積
平
野
の
東
辺
を
流
れ
て
水
沢
市
街
地
東
方

お
も
あ
い

の
「
四
丑
」
東
部
で
胆
沢
川
を
合
流
す
る
状
態
で
あ
っ
た
と
推
察
し
う
る

2
u。
古

河

道

遺

跡

落

合

遺

跡

の

地

層

と

な
お
、
最
近
で
は
、

河
床
砂
利
の
比
重
の
比
較
か
ら
古
代
の
胆
沢
川
と
北
上
川
の
河
道
復
原
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
着
想
に
は
示
唆
さ
れ
る
点
が
あ
る

が
、
今
後
の
検
討
が
な
お
必
要
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
流
域
地
域
の
研
究
に
は
過
去
の
河
道
復
原
調
査
も
含
め
て
、
全
水
系
か
ら
総
合
的
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
河
道

景
観
を
復
原
す
る
史
料
と
し
て
の
古
記
録
や
河
道
痕
跡
が
消
失
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
現
存
す
る
河
道
の
歴
史
的
景
観
や
遺
跡
な

ど
か
ら
糊
及
的
に
追
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

伺

連
続
堤
の
構
築
と
洪
水
被
害
?
)

近
世
に
入
っ
て
治
水
技
術
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
田
開
発
は
大
き
く
進
展
し
た
。
北
上
川
流
域
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
特
に



河
道
整
備
に
よ
り
、
廻
米
送
絡
が
確
保
さ
れ
、
米
の
流
通
は
活
発
と
な
り
、
新
田
開
発
の
発
展
を
急
激
に
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

藩
財
政
の
増
強
に
繋
が
る
の
で
、
伊
達
藩
も
、
南
部
藩
も
積
極
的
に
治
水
事
業
を
施
行
し
た
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、

低
湿
地
や
沼
沢
地
の
干
拓
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

概
観
す
る
と
、
近
世
の
仙
北
平
野
で
は
野
谷
地
の
新
田
開
発
を
進
行
さ
せ
る
た
め
に
、
河
川
に
平
行
し
て
連
続
堤
が
築
堤
さ
れ
、
溝
渠

に
よ
り
、
濯
減
用
水
を
上
流
か
ら
引
水
し
た
り
、

一
方
悪
水
を
排
水
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
中
流
部
の
北
上
盆
地
の
南
半
部
、
す
な

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

わ
ち
仙
台
藩
領
内
で
は
各
所
に
連
続
堤
が
構
築
さ
れ
た
が
、
や
や
断
続
的
で
あ
る
。
北
半
部
の
南
部
落
領
内
で
は
盛
岡
・
花
巻
聞
に
は
堤

関
が
築
造
さ
れ
て
い
た
が
、
盛
岡
以
北
は
下
刻
浸
蝕
が
進
行
し
て
い
る
の
で
、
河
岸
が
比
較
的
高
く
、
堤
防
の
必
要
が
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
治
水
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
河
川
を
比
較
的
狭
陸
な
流
路
に
圧
縮
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
低
湿
地
を
農
業
地
に
転
換
さ
せ

農
業
生
産
の
増
強
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
連
続
堤
に
よ
り
、
谷
地
を
閉
塞
し
た
り
、
流
路
を
狭
く
縮
め
た
の
で
、
堤
防
を
溢
日
水
し
た

り
、
破
堤
す
る
と
逆
に
被
害
は
広
範
か
っ
甚
大
と
な
る
。
ま
た
、
遊
水
地
を
連
続
堤
で
閉
鎖
し
て
開
国
し
て
も
、
洪
水
時
に
は
河
水
が
遊

水
地
に
復
帰
し
よ
う
と
し
て
、
却
っ
て
激
甚
な
水
害
を
惹
起
す
る
場
合
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
治
水
事
業
は
、
全
水
系
の
計
画
洪
水
量

を
考
慮
し
て
、
河
水
を
他
に
利
用
配
置
す
る
方
途
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
現
在
で
は
、
総
合
ダ
ム
利
用
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
河
水
の
ム
ダ
を
な
〈
す
る
た
め
に
造
築
さ
れ
た
の
が
ダ
ム
で
あ
る
が
、
近
世
で
は
ま
だ
ム
ダ
を
ダ
ム
に
切
り
替
え
る
技
術
は
な
か

っ
た
。詮

ず
る
所
、
新
田
開
発
と
水
害
と
は
背
中
合
わ
せ
の
状
態
に
あ
っ
た
。
河
水
を
洪
水
防
止
の
た
め
に
処
理
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
新
田
開

白
面
積
に
制
約
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
ま
た
、
新
回
開
発
の
面
積
を
河
畔
の
極
端
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
、

一
旦
洪
水
が

17 

発
生
す
る
と
、
水
害
被
害
を
倍
加
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
北
上
川
の
よ
う
に
大
規
模
な
狐
禅
寺
地
峡
部
が
あ
る
と
、
そ
の
上
流
部
と
下
流
部
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と
で
は
利
害
が
相
反
す
る
。
す
わ
な
ち
、
北
上
盆
地
側
で
連
続
堤
が
築
堤
さ
れ
る
と
、
遊
水
地
は
減
少
し
、
仙
北
平
野
に
流
入
す
る
北
上

川
の
河
水
量
が
多
く
な
る
。
し
か
し
、
狐
禅
寺
地
峡
部
の
通
水
最
大
量
以
上
に
流
水
し
て
く
る
と
、

一
関
平
野
一
帯
に
湛
水
す
る
。
狐
禅

寺
地
峡
部
の
上
流
部
に
あ
た
る
一
関
付
近
で
は
、
地
峡
部
の
拡
幅
を
望
む
が
、
下
流
部
は
そ
れ
を
希
望
し
な
い
。
仙
北
平
野
の
よ
う
に
低

地
が
内
陸
深
ノ
、
入
り
込
ん
で
い
る
低
湿
地
帯
に
河
流
に
沿
っ
て
畏
ノ
、
、

か
っ
、
河
畔
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
連
続
堤
を
築
堤
す
る
と
、
霧
雨
の
場

合
、
堤
内
地
側
に
湛
水
洪
水
が
発
生
す
る
の
で
、
湛
水
被
害
を
緩
和
す
る
た
め
に
堤
破
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

要
す
る
に
、
北
上
川
だ
け
に
限
ら
な
い
が
、
河
川
関
係
工
事
と
流
域
開
発
は
、
諸
刃
の
剣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
水
系
の
河

川
構
造
千
河
水
量
を
分
母
と
し
て
、
各
流
域
の
局
地
分
を
分
子
と
し
て
開
発
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
全
水
系
が
常
に
通
分
し
う
る
よ
う

に
考
案
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

水
害
常
習
化
と
地
域
分
化
(
1〉

仙
北
で
は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
、
野
谷
地
が
盛
ん
に
新
田
開
発
さ
れ
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
水
害
と
冷
害
の
た
め
に
小
規
模
農
民
の

約
疲
弊
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
な
お
、
明
治
以
降
で
は
、
地
主
制
に
基
づ
く
農
地
改
良
や
水
由
化
増
強
の
た
め
に
治
水
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
主
に
局
地
的
な
自
然
的
基
礎
に
基
づ
く
施
工
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
被
害
発
生
個
所
の
局
地
的
要
因
に
対
応
す
る
処

置
で
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
洪
水
が
発
生
す
る
と
被
害
が
倍
加
し
た
。

仙
北
地
帯
で
は
、

一
八
世
紀
中
葉
か
ら
一
九
世
紀
中
棄
に
か
け
て
の
集
中
的
な
災
害
発
生
に
よ
り
農
村
は
疲
弊
し
た
。

一
般
に
東
北
の

場
合
、
凶
謹
は
約
三

O
年
周
期
で
あ
り
、
し
か
も
二
l
l
三
年
続
発
す
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
水
害
と
冷
害
が
併
発
す
る
。
水
害
は
霧
雨
や

豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
場
合
が
多
い
の
で
、

日
照
不
足
の
た
め
冷
害
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
仙
北
の
迫
川
下
流
域
で
は
、
単
純

に
平
均
化
す
る
と
、
三
、
七
|
四
、
七
年
の
周
期
で
洪
水
が
発
生
し
て
い
る
。
全
く
文
字
通
り
の
洪
水
常
習
地
帯
で
あ
る
。
特
に
、
明
治
以



L
r
L
』

h

円ヒ

降
に
な
る
と
、
自
由
経
済
に
よ
り
家
計
は
失
調
と
な
り
、
小
規
模
農
民
の
農
地
放
棄
が
散
化
し
た
。
備
え
ば
、
追
川
下
流
の
旧
お
加
村

(
迫
町
の
一
部
)

で
は
、
災
害
発
生
毎
に
小
作
化
が
増
進
し
た
。
す
な
わ
ち
、
災
害
に
よ
る
減
収
の
た
め
、
土
地
を
抵
当
に
し
た
借
金
が

増
加
し
、
現
金
収
入
の
な
い
小
規
模
農
民
層
は
そ
れ
を
返
済
し
え
ず
し
て
、
や
む
を
え
ず
農
地
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
ハ
ロ
ヨ
こ
れ
が
繰
り
返
え
さ
れ
る
の
で
、

洪
水
常
習
地
で
は
農
民
層
が
激
し
く
分
解
し
、

一
方
で
は
所
有
農
地
が
増
加
す
る
自
作
農
農

民
層
も
殖
え
た
。
結
局
は
、
小
作
化
地
域
と
地
主
層
群
居
地
域
に
分
化
す
る
現
象
を
惹
き
起
し
た
の
で
あ
る
。

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

し
か
し
一
方
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
、
水
稲
品
種
の
選
抜
か
ら
改
良
へ
と
進
展
し
、
営
農
技
術
や
栽
培
管
理
も
発
展
し
た
。
ま
た
明
治

か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
硫
安
肥
料
の
出
現
と
用
排
水
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
水
田
の
土
地
生
産
性
は
上
昇
に
向
っ
た
。
こ
こ
で
説
明
す

る
紙
数
的
余
裕
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
水
稲
生
産
性
の
増
強
は
地
主
制
の
確
立
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
昭
和
初
期
の
経

済
恐
慌
で
は
経
済
不
安
定
に
加
え
て
、
独
占
大
企
業
の
低
米
価
政
策
へ
の
主
導
に
伴
い
、
地
主
制
の
危
機
が
訪
れ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て

地
主
制
維
持
強
化
の
た
め
に
、
河
川
改
修
、
連
続
堤
に
よ
り
極
端
な
ま
で
に
遊
水
地
や
低
湿
地
、
そ
れ
に
氾
濫
原
を
開
回
し
、
小
作
農
を

殖
や
し
、
小
作
料
の
増
収
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

河
川
の
水
防
手
段
と
し
て
連
続
堤
主
義
が
主
体
を
な
す
第
二
次
大
戦
ま
で
、
連
続
堤
は
農
民
の
水
害
に
対
す
る
地
域
的
抵
抗
性
を
強
化

し
た
こ
と
に
な
ら
ず
、
地
主
側
か
ら
み
た
そ
の
抵
抗
性
を
強
め
た
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
河
川
水
害
に
対
応
す
る
に
は
、

全
水
系
の
河
川
構
造
や
幹
支
流
の
洪
水
量
お
よ
び
河
水
流
速
な
ど
を
追
究
し
て
水
防
工
事
や
治
水
工
事
を
施
工
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
と

合
わ
せ
て
流
域
地
域
環
境
を
改
善
す
る
積
極
的
な
技
術
、

つ
ま
り
地
域
工
学
的
技
術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

19 
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課
題

そ
の

北
上
川
に
は
治
水
面
か
ら
み
て
、
も
う
一
つ
の
宿
命
的
な
課
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
世
に
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
狐
禅
寺
地
峡
部
の
通

い

ち

の

ぜ

き

と

め

水
機
能
で
あ
る
。
そ
の
地
峡
部
と
い
う
の
は
、
岸
手
県
一
関
市
東
部
の
「
狐
禅
寺
」
か
ら
下
流
の
宮
城
県
登
米
郡
東
和
町
米
谷
ま
で
あ

か
わ
さ
き
う
す
ぎ
血

「
狐
禅
寺
」
か
ら
川
崎
村
薄
衣
ま

り
、
そ
の
流
程
は
約
三
八
h
で
、
そ
の
幅
員
は
約
七

O
m
か
ら
二

O
O
m
前
後
を
形
成
す
る
。
就
中
、

で
の
約
一

0
・
闘
は
顕
著
な
狭
窄
部
で
、
幅
員
は
僅
か
に
七

0
1八
O
m
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
洪
水
時
に
は
河
川
流
量
の
通
過
を
阻

止
こ
と
は
甚
大
で
あ
り
、
下
流
の
仙
北
へ
の
浸
水
洪
水
量
を
強
力
に
抑
制
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
上
流
部
の
一

関
市
東
部
一
帯
は
こ
の
地
峡
部
の
流
水
阻
止
作
用
に
よ
り
、
甚
大
な
る
湛
水
洪
水
を
惹
起
す
る
〈
日
。

さ
て
、
狐
禅
寺
地
峡
部
の
最
大
流
量
を
み
る
と
、
大
正
二
年
(
一
九
三
ニ
)
八
月
の
洪
水
の
際
、
こ
の
地
峡
部
北
口
に
流
入
し
た
最
大

流
量
は
毎
秒
七
、

一
O
Oば
で
あ
っ
た
と
推
算
さ
れ
て
い
る
が
、
流
出
し
た
最
大
流
量
は
毎
秒
五
、

o
o
o
dに
過
ぎ
な
か
っ
た
と
推
算

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
は
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
)
九
月
と
翌
年
の
九
月
に
、
史
上
稀
に
み
る
超
巨
大
級
の
台
風
が
二
年
連
続
し
て

来
襲
し
た
。
前
者
が
カ
ス
リ
ン
、
後
者
が
ア
イ
オ
ン
台
風
で
あ
る
。
そ
の
両
台
風
が
大
豪
雨
と
共
に
襲
い
、
北
上
川
水
系
流
域
一
帯
に
甚

大
な
風
水
害
を
与
え
た
。
前
述
し
た
が
歴
史
上
、
東
北
の
大
災
害
は
大
体
三

O
年
周
期
で
、

し
か
も
二
、
三
年
連
続
し
て
発
生
す
る
場
合

が
多
い
。
そ
の
周
期
は
如
何
な
る
要
因
に
よ
る
の
か
は
、
明
白
に
追
及
し
え
な
い
が
、
歴
史
上
の
事
実
は
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
、
東
北
凶

鐘
史
研
究
上
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

カ
ス
リ
ン
台
風
の
洪
水
量
を
対
象
と
し
て
、
狐
禅
寺
地
点
の
計
画
洪
水
量
を
毎
秒
九
、
。
。

o
dが
流
入
す
る
も
の
と
推
算



し
、
地
峡
部
通
水
の
流
量
を
毎
秒
六
、
三

o
o
dと
概
算
し
て
河
道
を
整
備
し
た
島
こ
の
よ
う
に
、
北
上
川
の
計
画
洪
水
量
を
算
定
し

て
、
北
上
川
の
全
水
系
か
ら
、
洪
水
防
止
を
主
体
と
し
た
治
水
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
大
事
業
計
画
が
決
定
さ

れ
た
の
は
昭
和
二
八
年
(
一
九
五
三
)
二
月
で
、
そ
の
名
は
「
北
上
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
」
で
あ
る
。
そ
の
事
業
の
う
ち
の
主
要
事
業

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

の
一
つ
は
、
総
合
ダ
ム
の
建
設
で
あ
り
、
北
上
川
主
流
及
び
主
要
支
流
の
流
量
を
調
節
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ

し

じ

ゅ

う

し

だ

し

ず

く

い

し

の
水
量
を
発
電
や
農
業
用
水
や
工
業
用
水
に
利
用
す
る
。
そ
の
総
合
ダ
ム
は
五
大
ダ
ム
と
い
わ
れ
、
主
流
上
流
部
に
四
十
四
回
、
雫
石
川

ざ

し

よ

さ

る

が

い

し

た

せ

わ

が

ゆ

だ

い

し

ぶ

ち

に
御
所
、
猿
ケ
石
川
に
田
瀬
、
和
賀
川
に
湯
田
、
胆
沢
川
に
石
淵
の
各
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
総
合
ダ
ム
等
に
よ
っ
て
、
北
上

川
水
系
の
流
量
を
毎
秒
二
、
七

o
o
dを
調
節
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ダ
ム
完
成
以
前
で
は
、
洪
水
時
に
そ
の
量
の
河

水
が
一
関
東
部
の
流
域
平
野
部
に
湛
水
し
、
甚
大
な
溢
水
水
害
を
与
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
も
そ
の
湛
水
状
態
を
想
像
し
え
な

い
が
、
端
的
に
い
え
ば
二
関
駅
付
近
で
さ
え
も
、
停
車
し
て
い
た
機
関
車
が
湛
水
に
没
す
る
程
の
超
大
な
溢
水
量
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
仙
北
平
野
の
北
上
川
改
修
工
事
計
画
高
水
総
合
配
分
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
狐
禅
寺
地
峡
を
通
過
し
た
河
水
は
、
仙
北
に
入

っ
て
か
ら
各
支
流
の
流
量
を
集
水
し
て
、
毎
秒
六
、
五

0
0
3
m
の
流
量
と
な
っ
て
、
新
北
上
川
か
ら
追
波
川
を
流
れ
て
追
波
湾
に
注
ぐ
。

お

や

ま

だ

一
方
、
旧
北
上
川
に
は
迫
川
と
江
合
川
、
そ
れ
に
小
山
田
川
の
流
水
が
合
流
し
て
毎
秒
二
、

o
o
o
dが
和
淵
を
経
て
、
石
巻
湾
に
流
入

す
る
。付

総
合
開
発
推
進
と
住
民
の
努
力

北
上
川
の
場
合
、
河
水
を
速
や
か
に
下
流
に
流
下
さ
せ
る
よ
う
に
河
道
を
整
備
し
た
だ
け
で
は
、
洪
水
対
策
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
河
水
を
調
節
し
、
調
節
し
た
水
を
発
電
、
産
業
用
水
や
生
活
用
水
に
利
用
す
る
よ
う
に
、
ダ
ム
構
築
を
考
え
る
よ
う

21 

に
な
っ
た
。

ζ

の
計
画
構
想
は
昭
和
二
五
年
ご
九
五

O
)頃
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
日
本
と
し
て
は
全
く
発
想
の
転
換
に
も
等
し
い
も
の
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で
あ
っ
た
。
勿
論
、

T
V
A
の
刺
激
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
北
上
川
流
域
の
水
害
常
習
地
域
に
お
け
る
農
村
は
疲
弊
し
て
お
り
、
特
に
第
二
次
大
戦
後
は
、
そ
の
極
に
達
し
た
。
そ
れ
に
追

討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

カ
ス
リ

γ
と
ア
イ
オ
シ
の
二
大
台
風
が
来
襲
し
た
。
そ
の
農
村
を
救
済
す
る
に
は
、
大
水
害
の
防
除
と
新
農
村

基
盤
整
備
の
た
め
に
大
規
模
な
地
域
開
発
が
必
要
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
国
土
基
盤
整
備
の
た
め
に
全
国
的
に
開
発
の
必
要
が
あ
る
の
で
、

昭
和
二
五
年
五
月
に
「
国
土
総
合
開
発
法
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
翌
年
二
一
月
に
「
北
上
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
」
が
北

上
川
流
域
に
指
定
さ
れ
た
。
同
二
八
年
二
月
に
は
、
同
開
発
の
事
業
計
画
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
、
約
一

0
年
間
の
達
成
目
標
で
推
進
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

北
上
川
だ
け
で
な
く
、
東
北
の
開
発
を
大
規
模
な
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で
、
明
治
以
来
、
特
に
大
正
以
降
、
そ
の
準
備
過
程
に
は
東
北
住

民
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
七
五
年
の
別
稿

T
〉
に
お
い
て

論
説
し
て
お
い
た
。
東
北
の
凶
僅
が
東
北
人
の
自
主
的
な
開
発
と
潜
在
的
な
創
造
住
を
培
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
果
実
の
近
代
的
保
存

法
に
し
て
も
、
水
田
の
高
位
生
産
方
法
パ
イ
ネ
ト
ロ
ン
方
式
の
技
術
に
し
て
も
苦
し
い
歴
史
が
そ
れ
を
導
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
東
北
人
の
開
発
へ
の
創
造
性
と
創
造
性
の
開
発
の
相
互
性
に
大
き
な
可
能
性
が
潜
在
す
る
こ
と
を
見
逃
さ
な
い
で
研
究
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

o 
総
合
開
発
と
土
地
利
用
の
変
化

総
合
開
発
の
進
行
に
よ
っ
て
、
土
地
改
良
、
耕
地
整
理
、
工
場
誘
致
、
住
宅
団
地
の
形
成
や
道
路
整
備
、
ま
た
高
速
道
路
の
建
設
な
ど

に
よ
っ
て
、
土
地
利
用
は
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
近
世
以
来
、
歴
史
的
慣
性
の
な
か
で
独
特
な
土
地
利
用
を
実
施

し
て
き
允
北
上
川
流
域
が
総
合
閣
発
に
よ
っ
て
、
そ
の
土
地
利
用
が
如
何
に
変
化
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
唱



さ
て
、
そ
の
北
上
川
流
域
の
独
特
な
土
地
利
用
と
い
う
の
は
次
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
。
北
上
川
の
河
川
流
路
を
軸
と
し
て
、
左
に

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

説
述
す
る
地
形
が
左
右
岸
に
展
開
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
土
地
利
用
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
右
岸
の
方
が
沖
積
平
野
や
河
岸
段
丘

あ
〈
つ

の
幅
員
は
広
い
。
北
上
川
の
河
岸
畔
の
低
湿
地
や
自
然
堤
防
背
後
の
後
背
湿
地
を
現
地
名
称
で
「
坪
」
と
呼
ば
れ
、
次
に
展
開
す
る
沖
積

や

ち

平
野
は
「
原
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
「
原
」
に
あ
る
小
河
谷
、
窪
地
あ
る
い
は
低
地
は
「
谷
地
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
仙
台
藩
で
い
う
「
谷
地
」

と
は
同
一
で
は
な
い
。
「
原
」
の
外
側
、
す
な
わ
ち
山
脈
側
に
河
岸
段
丘
が
あ
り
、
段
丘
上
を
「
野
」
と
い
い
、
そ
れ
か
ら
山
地
へ
伸
び

は

な

わ

さ

ん

り

ん

ぼ

く

ぞ

て
、
山
麓
部
を
「
塙
」
と
呼
び
、
山
地
の
斜
面
を
「
山
林
」
、
山
地
の
平
坦
状
に
な
っ
た
部
分
や
、
準
平
原
は
「
牧
野
」
と
呼
ば
れ
、
そ

げ
ん
や

「
原
野
」

の
周
辺
に
は

と
呼
ば
れ
る
雑
木
林
が
あ
る
。

「
町
」
は
余
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
自
然
堤
防
は
集
落
地
、
「
原
」
は
水
田
と

「
野
」
は
畑
地
、
「
牧
野
」

は
共
同
牧
野
に
利
用
さ
れ
、
「
原
野
」
は
薪
炭
林
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
こ
の
流
域
で
は
、
集
落
を
核

集
落
、

と
し
て
、
大
体
、
水
田
、
畑
地
、
山
林
、
牧
野
、
薪
炭
林
の
圏
構
造
を
構
成
す
る
。
さ
ら
に
微
視
的
に
み
て
、
個
人
の
土
地
所
有
の
土
地

な

わ

し

る

だ

わ

せ

だ

利
用
の
場
合
、
居
住
家
屋
を
核
と
し
て
苗
代
田
、
早
稲
田
、
一
般
水
田
、
畑
地
、
牧
草
地
、
薪
炭
林
と
い
う
展
開
の
圏
構
造
を
有
す
る

av

こ
の
よ
う
に
、
集
落
的
土
地
利
用
も
個
人
的
土
地
利
用
も
圏
構
造
で
、
重
層
圏
的
構
造
を
構
成
す
る
。
こ
れ
は
凶
謹
に
対
す
る
地
域
的

抵
抗
性
の
一
端
で
も
あ
る
。
こ
の
様
相
が
総
合
開
発
に
よ
り
如
何
に
変
貌
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
把
握
が
今
後
の
地
域
工
学
的
政
策
策
定

に
必
要
な
の
で
あ
る
。

要

約

と

提

唱

要
す
る
に
、
北
上
川
を
巨
視
的
に
展
望
す
る
と
、
治
水
上
二
つ
の
宿
命
的
課
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
下
流
部
に
大
規
模
な
低
湿
地
が
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存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
中
流
部
と
下
流
部
の
境
に
、
狭
長
な
狐
禅
寺
地
峡
部
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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前
者
の
大
規
模
低
湿
地
の
洪
水
を
制
禦
す
る
た
め
に
河
道
改
修
を
す
れ
ば
、
予
想
に
反
し
て
別
の
部
分
に
洪
水
が
発
生
す
る
の
で
、
ま

た
河
道
改
修
し
て
河
道
変
更
し
て
い
る
。
河
道
整
備
に
よ
り
内
陸
水
路
と
し
て
米
の
流
通
が
活
発
と
な
り
、
開
田
が
進
行
す
る
に
従
い
、

内
陸
水
路
の
整
備
が
さ
ら
に
必
要
と
な
り
、
低
水
工
事
や
河
道
切
替
が
進
め
ら
れ
、
ま
す
ま
す
舟
運
は
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
新

回
開
発
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
、
連
続
堤
を
築
造
し
、
ま
た
、
明
治
以
降
の
地
主
制
の
維
持
や
昭
和
恐
慌
の
地
主
制
の
危
機
に
対
応
す
る

た
め
に
連
続
堤
を
築
堤
し
て
、
開
田
を
増
大
し
、
小
作
科
の
増
収
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
河
畔
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
の
極
端
な
増
反
開
田
が
却

っ
て
洪
水
を
助
長
す
る
要
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
低
湿
地
の
水
害
常
習
地
は
、
農
地
の
放
棄
が
続
行
し
、
農
民
層
の
分
解
現

象
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

後
者
の
課
題
で
あ
る
地
峡
は
、
下
流
に
対
し
て
は
洪
水
制
禦
の
機
能
を
果
す
が
、
上
流
部
に
は
湛
水
洪
水
の
要
因
と
な
る
。
こ
の
諸
刃

の
剣
を
調
節
す
る
に
は
総
合
ダ
ム
に
よ
る
以
外
に
は
な
く
、
総
合
開
発
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

右
の
課
題
に
対
し
て
は
所
詮
、
河
川
改
修
流
路
整
備
や
洪
水
対
策
工
事
を
施
工
す
る
の
に
、
局
地
的
に
の
み
対
応
す
る
の
で
、
予
想

外
の
洪
水
被
害
を
惹
起
す
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
施
工
に
は
全
水
系
の
流
量
を
考
慮
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。
支

流
の
流
量
が
幹
流
に
影
響
し
、
幹
流
の
浸
蝕
や
堆
積
が
支
流
に
影
響
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
河
川
流
域
の
地
域
変
遷
や
河
川
災
害
に
対

す
る
地
域
抵
抗
位
の
変
容
に
関
す
る
研
究
に
は
、
そ
の
河
川
の
全
水
系
流
域
全
域
を
基
盤
に
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
う
。
つ
ま
り
、
河

川
流
域
の
研
究
に
は
、
水
系
流
域
全
域
を
丸
ご
と
取
り
扱
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
ま
さ

し
く
「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」
で
あ
っ
て
、
流
路
整
備
や
河
川
改
修
を
す
る
に
し
て
も
、
全
水
系
の
水
量
の
計
画
洪
水
量
を
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
が
、
全
水
系
の
総
合
の
研
究
が
容
易
で
な
か
っ
た
の
で
、
全
水
系
全
流
を
基
盤
に
し
た
観
点
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
代
で
は
河
川
関
係
の
各
分
野
の
研
究
が
進
行
し
て
い
る
の
で
、
各
流
域
の
あ
る
地
域
を
分
析
す
る
に
は
、
全
水
系
流
域



全
域
に
一
且
っ
て
通
分
し
う
る
よ
う
な
配
慮
で
、
河
床
河
谷
平
野
の
諸
遺
跡
並
び
に
歴
史
的
建
造
物
や
地
域
的
施
設
と
河
川
流
路
の
変
遷
と

の
関
係
、
さ
ら
に
各
時
代
の
河
川
災
害
関
係
工
事
や
治
水
(
水
利
)
関
係
と
も
追
及
し
、
流
域
地
域
の
構
造
的
変
遷
を
把
握
す
べ
き
で
あ

る
。
な
お
、
本
論
に
お
い
て
も
説
述
し
た
が
、
河
川
流
域
の
地
域
変
遷
を
考
察
す
る
に
は
、
河
道
の
変
化
を
究
明
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る

が
、
過
去
の
河
道
の
復
原
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
中
国
で
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
時
代
の
遺
跡
を
総
合
的
に
検
討
し
て
沖
積

化
の
過
程
を
追
究
す
る
の
も
一
方
法
で
あ
る

2
3
ま
た
こ
の
機
会
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

分
析
方
法
が
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ

北上川の河川災害の地域的抵抗性と歴史地理的課題

う
と
思
う
が
、
洪
水
量
と
堆
積
層
と
の
関
係
を
把
握
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
な
ら

ば
、
カ
ス
り
ン
台
風
や
ア
イ
オ
ン
台
風
よ
る
洪
水
量
と
堆
積
層
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
尺
度
と
し
て
、
糊
及
的
に
過
去

の
堆
積
層
か
ら
洪
水
量
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
構
想
か
ら
具
体
的
試
論
と
し
て
は
、
例
え
ば
古
墳
石
室
に
流
入
し
た
土

砂
の
堆
積
層
か
ら
過
去
の
洪
水
量
を
推
論
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
畢
寛
、
河
水
利
用
と
い
う
水
資
源
を
巡
り
、
河
川
と
人
間
と
の
相
克
の
軌
跡
を
辿
り
、
河
川
の
本
性
を

考
察
し
、
現
在
お
よ
び
未
来
の
河
川
流
域
の
地
域
社
会
の
建
設
に
資
す
る
よ
う
に
考
慮
し
た
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
科
学
技
術
、

生
産
構
造
、
生
活
様
式
の
進
歩
発
展
に
よ
っ
て
、
河
川
流
域
の
水
収
支
に
も
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
両
者
を
有
機
的
に
、

か
つ
総
合
的

に
体
系
化
し
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
仮
称
で
は
あ
る
が
、
水
文
歴
史
地
理
学
と
し
て
体
系
組
織
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。

な
お
、
調
筆
な
る
に
当
た
り
、
平
生
か
ら
御
教
示
を
賜
わ
っ
て
い
る
浅
香
幸
雄
教
授
に
謝
意
を
表
し
、
こ
の
度
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
先

生
に
賀
意
と
し
て
本
小
論
を
献
呈
申
し
上
げ
た
い
。
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本
稿
は
、
歴
史
地
理
学
会
昭
和
五
四
年
度
大
会
(
於
仙
台
市
)
に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
内
容
に
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
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追
加
の
研
究
は
、

昭
和
五
四
年
度
の
特
定
研
究
「
自
然
災
害
常
習
地
帯
の
地
域
科
学
的
研
究
」
(
代
表
者

山
田
安
彦
)
の
研
究
費
に
よ

っ
た
こ
と
を
付
記
し
、
ま
た
、
資
料
の
一
部
は
、
立
命
館
大
学
文
学
部
の
大
沢
陽
典
教
授
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
併
せ
記

し
、
さ
ら
に
、
調
査
や
研
究
に
援
助
を
受
け
た
関
係
各
位
に
謝
意
を
表
す
る
。

参
考
文
献

本
稿
全
般
の
展
開
に
つ
い
て
は
左
の
拙
稿
を
基
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問
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整
理
し
た
。
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史
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